











鳥 田 家 弘
1.序
一般の知識人の問で話題が建築や都市のことになると、大抵 の場合その焦点
がちぐはぐにな り、こちらもま じめにテーマ を調整するのが面倒臭 くなって し
まう。それは多分、建築などが空間造型の点でも一般の美術 と大 きい隔た りが
あること、工業技術や行政法上の厄介 な問題 を抱 えていること、風土や社会環
境に直接的なものであることなどか ら、関心が一個所 に止ま り難いからであろ
う。
ま'た、私達の頭の抽象思考が、身体の生活体験と同 じ場所か ら抽 き出されて
いるとは限 らないのも、理由の一つである。木に竹 を継いだよ うに、異邦人の
大脳皮質の一部 を移植手術 したかのように、生活の感情や趣味 と論理 とがばら
ばらになっている。これは何 も建築のことに限 らないが、建築のことになると
■
特 に 目立 って くる。だか ら前衛 的流 行 の ことや抽象論理 その もので は話 しは通
じるけれ ども、実際 の感覚 を通 した生活 の ことにな るとうま く行 かず、異 質 な
固定概 念の切れ端 しがす ぐに飛 び込 んで きて混乱 して しま う。
しか しも う一 つの理 由、話題 にな りやす い 目下の流行 が実 は建 築的 な ものか
ら最 も遠 い性 質 の ものでは ないか とい うこと それ で も建 築 ジャーナ リズム
が これに乗 ろ うと して しどろ もどろなこ とを して い る所 に、話 しの通 じない直'
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接の理 由が あ りそ うにお も う。'
こ うい うと直 ぐ思 い出す のは、十 九世紀 の流行 で あった ピクチ ャレスク趣味
や浪漫主 義が建築的 な もの とは本来縁 の薄 いもので あ ると したケニス クラー ク
や 」 ・ス コッ トで あ る。特 にクラークの ゴシック リバ イバル批判 の論旨が、書
かれ た時 の若 さに もか ・わ らず 、公平 かつ包括 的 な視野 に立 ってい るの を私は
深 く尊敬 す る。 そ して二 人 の浪漫主 義批判 に大 きい示唆 を受 けた もので あるけ
れ ど も、 しか し私 は建 築的 な ものの格別 の高 さを彼等 に従 ってルネ ッサ ンス に
措 定す るっ も りはない。
さて、脳 の移植手術 などといったが、 日本ば か りで な く現代 の文化 はそ うい
ういわば混血 期 に入 って い る。N・ シュルッは現 代建 築の混乱 につ いて、 それ
は現代社 会の文化 がPluralismだからで あるとい う。 そ して 、だ か ら社会文化
の この 多元性 に応 じうるよ うな建 築の 〔課題一解 決〕 間の意味 論的 な構 造同一
性 を求 め る方法 を見出 し、 それ を操 作可 能 とす ることが、 この混乱 の中での現
代建築 の直 面す る重要 事だ とい う(2iO彼がPluralismの社会 を その ま ・簡単 に肯
定 してい るの かど うか、 またその方法論が操作可 能 と なって もまだPluralism
が残 るの か ど うか、その辺 の ところは判 らない。 けれ ども、 そ して仮 にその方
法が単 な る技術 的方法 論だ と して も、彼 の主張 は、環境 芸術 をパ プニ ングに求
めた りサ イケ に埋 没す るの とま るで違 う正気 の仕 事 であ ろ う。
正気 な どとい う語 は今 日通用 しない用 語であ るが、 それは少 な くとも人 間特
有の理 性 をもって い る。正 気や理性 をい うと古 い とされ 、 それ は技術 の ことで
芸術 には関係 が ないとい う人 もあ る。 しか しそ うは行 か ない。享受 の側 は とも
か く、作 る側 にとって、直観 の深 みか ら作 品に越 えるには理 性の支 えな しには
済 ま ない とお もう。
た7日 その評 判が悪 いの は、普遍 に迫 りうるフ レキ シ ブル な本来の知性が、
知 的固定概念 の単 なる外的操 作 にお き替 え られて い るか らで あろ う。近代初期
のエ ク レクチ シズムの建築 は、近代の 自意識 を古例規 範 か ら出発す るその よ う
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な知的概 念操 作 に向 けて しまった。 また現代 初期の構 成主義や機能主 義 も、通
俗 化 した時 に は初心 を失 ない、一種 の知 的様 式選択主 義 と外的操 作に陥 ってい
る。多分今 日の混乱 の一端 は、この固 い知的操作 に失 望 した状況 か ら来 てい る
とも見 られ よ う。 しか し、 それだ か らこそ、 この際知性 を反省 し直 し、構 造的
同一性 を求 め ることが必要 で あろ う。
私 は この よ うなこ とを下地 にお いて、建築空 間 とは何 かを、特 に作 る側 か ら
問題 と したい。作 る側 に とって は、それは知 的 な特殊 の表象空 間か ら捉 え直 さ
なけれ ば手 の出 ない もので ある。今 日、空 間や スペ ース タイムが享受 の際の視
覚 的現 象 か ら漠 然 と扱 われて い るが、 それで は足 りないとお もう。
しか し、建 築や都 市空間の複雑 な企 画の段階 では、事前 にその機能系列 に関
す る技術 的 なも う一 つの知的操作 が不可欠 であ り、 この系列 と創造の系列 とは
区別 され る可 きであ る。 この 区別 のた めに先ず 次節 を加 えてお こ う。
II.二 系 列 の 構 造 化 とパ タ ー ン図
新 し く直面 す る複雑 な課題 に対 して、無意識 の ま ・の反応 で は解答 を得 るこ
とは出来 ない。課題 その もの とその知 的処理 の シス テム とが先 ず十 分意識 され
なければ な らない。課題 に応 じた既知 のデー ター処理 、問題点 の分析 、 チェ ッ
クtイ ン トの構 造的布置 とフ ィー ドバ ック系、 これ らを含む フmチ ャー トを
立 て、一 見矛盾 す る機能 要件 を取捨 す る判 断基準 を作 るとい う事前の知 的操 作
が必要で あ る。
この機能系 の システム は、簡単 な課題で は意識 内 に留 めてお くこ とも出来 る
が(無意識 内 に では ない)、一般 には数字や記号 に よって表現 され るのが普通 で
ある。更 に量 的解 決のみ でな く、空 間の位置付 け、形 の決定 を導 く必要の あ る
場 合 には、抽象 的パ ター ンを もつチ ャー トや ダイヤ グ ラム を図形 と して描 くこ
とが、特 に重要 な意 義 を持つ 。
このパ ター ン図は、機能系列 にお けるフ ィー ドバ ック ごとに、また予想 し得
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なか った障害 ごとに書 き直 され 、決 して一 気 に空 間解 決 を指示 す るものでは な
い。 しか し、 このパ ター ン操 作 が、本来 この機能系列 には属 さない筈の造型上
の あ る原型 と、既 にひ そかな意識 下の応答 を始 めて い るに違 いない とい う仮説
を私 は抱 いてい る。 この両系列 間の、 このパ ター ンと原型 との 間の、意味的構
造連 関がや がて突如Identityをもって了解 され た時 、創造 の プロセ スは時 間の
持続性 をも突 き破 ってアーテ ィク レーシ ョンの段 階へ 昇華 す る。漫 然 とイ ンス
ピL一 シ ョンを待 つの で な く、 この知 的系 列の操作 の間 に、既 に創造 的プ ロセ
ス も平行 して出発 してい るの だとお もう。
建築 の ジャーナル誌 に も、 ぼ う大なフ ローチ ャー トやチ ェ ックシステムが時
々発 表 され てい るが 、 その中 には 「美 的評価」 の項や 「ビジュアル スペー スの
チエ ック」 な どの項 をその系列 内に加 えた ものが よ く見受 け られ る。 しか し、
これ は何 も彼 も包括 しよ うと して誤 った もので あろ う。チ ェ ックシステムの機
能系 の操 作 と美 の価値 系 とは同列 内に置 くわ けには行 か ない。両者 は別 の系 で
あって、 も しそ こに関係 を求 めるとす れば、上記の よ うな意味 的構 造 と しての
Identityであ り、 それ は どち らの系 に も属 さない別種 の了解事 項で あろ う。
これ にっ いて数 年前 に建 築の研 究協議会 で述 べ た図式 を、整理不 十分 である





簡単な課題や伝統的手法で懈 決 しうるものならば、このような事 を考える必
要はな く、創造的思考と手 とが直接結びうるであち う。また絵画などのエスキ
ースは、この機能系列 の抽象的パター ン図にや ・似 ているが、 しかしそれはな
お作品に到るまでずっと右側の系列で筋を通 しうる筈である。これに反 して、
複雑 な現代の空間処理 の課題では、この二系列の構造化を前提にお くことが必
要である。すなわち、情動や幻想のみでは解決不可能であ り、また一方、すべ
てを機能系列のチェックシステムに乗せることも出来ない。仮 に人間の心理や
行動現象 を、知識 としてどれだけ組み込み うるとしても、そこではなお量的解
決以上には出ず、空間の造型的な答 えを導 くことは出来ないであろう。
皿.建 築 空 間 と現 象
さて、建築的空間とは何か、先ず私達の 日常の現象空 間との関係 から考 えよ
う。
私達の一般の経験内容には、対象事物の客観的空間系列に関する知識とその
恒常的存在への予知 を持っている。 しかし行動の状況 に伴 い、私達の空間の現
象の仕方は刻 々に変容する。志向の向きと強さに応 じて種々の感覚 を経て知覚





うごとは、建築家にとって重要な機能的課題であ り、心理学 などの多 くの研究
に待たなければならない。その成果が知識 として十分利用可能でない今日では、
少 なくとも洞察 による予見を立て、行動の阻害要因 を少 しでも除 くことを計 ら
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ねば な らぬのが、建築家 の実用上 の厄介 な役 目で ある。止 む を得 ず、建 築家 は
知識 と してで な く、 この種 の洞察 を右側 の系列 に移 さざ るを得 ない。 これ を重
視 す る余 りに、建築 の空 間は現象空聞 にほかな らない とさ え思 い込 むのだ。
本年5月 の建築学会 で、建 築空 間の享受 にっ いて述べ た ことがあ るが、それ
は概 括次 の よ うなこ とで ある(3)0
1.一 般 の行動 にお いて現象す る空 間は、志向の極 を除 いて トポロ ジカル な地
に退 いて い ること。っ ま りそこでは建築 的なものの多 くは脱 落 してお り、空
間の建 築的意味 は積 極 的に求 め られて はいない。
2.こ の よ うな行動 を模 して、 その中で建 築 を享受 す るこ とは、行動 その もの
に も建 築 に もつか ぬ擬態 で あって、 この種の空 間享 受 はガイ ガーの い う内方
集 中 に類 し、建 築へ の高い享 受 では ないこと。
3.建 築の空 間 は、 それ として見直 されて は じめて現 象す る。 しか しこの場合
で も、空 間 とその系列 内の部 分 とは、や は り地 と図の 関係 を もつ こと。っ ま
り、 その手掛 りとな る部分 を追 わなけれ ば全体 の空 間 も構 造 されず、 その空
間は部分 と して見直 されて は じめて有限 の有意味性 を呈 示す ること、等 で あ
った。
しか し、空 間 を見 るという視 覚 を前提 に した言 いか たは本当 は正 しくな い。
最 も優れ た感 覚器官 で ある眼 は、対象 の特 定部 分 を特 に明哲 に取 り出 し、空 問
全体 を地 に退 け る。 しか しこの視 覚 に退 け られた空間 は、背後 の幽 かな音 や風
や微 妙 な気流 、 それ らの壁 や天井 か らの反射圧 、床の足 こたえ、それ らさまざ
まの身体全体 の感覚 の連 合 した広義の触空 闘 と して生 じて いる。"
これ らの感 覚 は、視覚 の よ うに優れ た距離 的空 間構造(凝 視 し比較計測 しう
る狭 い範囲 に限定 され るけれ ども)を 呈示 せず、 トtロ ジカルな連続 同相 の構
造 いわば眼 に見 えぬ袋 を冠 っているよ うな構 造 を示 す。背後 の空 間は、背
中にの しか ・るよ うに掩 いかぶ さって来 た り、遥 か遠 くに退 いて行 った りす る
が、 それ で も背後 を巡 って同相 であ る。そゐ中に何 かの気 配が あ り、 それ に私
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達は直 ぐ視覚 表象 を加 えるが、しか し振 り向いて見ればそれは表象よ りももっ
と明 らかな部分として、親 しみを持 って現われ る。眼が振 り向いて迎 えなけれ






このような トボロジカルな袋の中で、眼を閉 じて感 じる気配は、始原的ない
わば無明ともいうべ き全体感情を伴 う。 しかしす ぐれた視覚は、行動の尖兵と
,丶.
なって この無 明の袋 か らの脱出 口 を求 め、 その向 うに明哲 な展 望 を もっ世 界 を
拓 こ うとす る。人 間は、現 象の向 うに ある客体 間の関係 のみ を扱 う明 るい楽 天
家 では な く、 度 々この主体 的 な自己の出て来た同相 の胎 内に戻 って くる。 しか
し活力の あ る限 り、 その振 り出 しへ戻 ることが重要 なの でな く、眼 をひ らいて
こ ・か らどう新 しく出直 して行 くかが重 要で ある。芸術 こそ、 この閉 された始
原 的母 胎 か らその都度 出直 してゆ く不断 の脱 出 だとお も う。 か って ラス キ ンが
自然へ の没 入 を説 いた時(5)建築家 ゴ ッ ドウ ィンは、 しか し私 に とって は 自然の
中か らど う出直 して くるか という事 の方 が大 事だ とい っだ9}話しは違 うが、作
る者には それ が本当だ とお もう。
建築 の空 間 に話 しを進 めよ う。私達 の現象空 間が連続 向相 の空間 であ るか ら、
建 築 もまた その性 質の もの を作 る可 きだとはい えない。例 えばガ ゥデ ィの住宅
と ミー スの それ.とは建 築的 にはまるで違 う性質 の もので あるが、類型 的 に どち
らが現象的 か とい うこ とは意味 がな い。有機的 な もの と幾 何 学的 な ものの ど ち
らが、 これ にふ さわ しいか とい う問い も無 意味 であ る。(私 は この二性 質の現
われ かたに、互 に包摂 し合 う関係 を考 えて いるが、い まは措 いてお こ う)。要す
るに建 築の性 質 もまた、す べての造型 と同 じく、虚心 にそれ と して見直す とこ
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るか ら出て来 るもの で ある。
しか し前述 したよ うに、 それ として見直せ ば、系列 内の部分 のみが現 われ空
間 その ものは地 に退 いて しま う。 それに もか ・わ らず、作 る立 場の建築家 に と
って、十 全 な空 間構 造の意識 な しには建築 を作 ることは出来 ない。 とすれば、
空 聞構造 とは、現象 す る内容 とは別の抽象的 な構造形 式 だ と考 えるほかはない。
それ と も、空 間 などは要 らず、部分装飾 の肉付 けと集 成 とが建築 なので あろ う
か?ま た、 ゴシ ック には空 間 があ るが、ルネ ッサ ンスや 日本 には空 間が ない
とい う人 もあ る。 そうすれ ば在 った り無 かった りす る空 間 は、建 築 に本質的 な
もので はない とい う事 にもなろ う。 ともか く、直接 的 な現象空 間に留 まってい
る限 りでは、建 築空 間の構 造 の十 全性(集 中的 な閉鎖 系 にせ よ、展 開 ・貫流す
る開放 系 にせ よ)は 示 され ず、また作 りよ うの ない もの であ る。
結局 は、極 めて常識 的 な ところに帰 って来 たよ うで あ る。空 間 とは本来無 内
容で あって、抽象形 式 として その構 造の みを示 す。 それ は個 々の現象 を越 えた
本質 問題 と してあ り、作 る側 にとっては、や がて課題 との意 味的連 関 を持 つべ
き原型 の統 一 的本質構造 と しての建築的理念 で ある。作 品 よ り以前 に、素 材の
構 成 ・存 在へ の肉付 けの奥 に、それ らを有機的統一 に もた らすべ き指令 と して、
作 るプ ロセス の中 に遍 在す る理 念的構造 であ る。
しか し、 この よ うな理念 にっ いて も、建築 家 はこれ に伴 う感情 をもって イ ン
ポー トし構 想図 な どの上に代置すべ き何 か を必要 とす る。 この何 かは、作品 に
お け るラ ンガー的 シ ンボル とも リー ド的 イ コンと も言 えるものであろ うが、 プ
ロセ スの中 で それ を担 うもので あ る。この理 念的 な空 間表象 をどう捉 えるかが
問題 で ある。 なお付 け加 えれ ば、上記 の理 念 と現象 とを分 けた ま ・、 その何 れ
かに執 心 して しま うと大 きな危険 があ る。都 市造型 のパ ター ン操作 などの手法
には それが現 われて来 てい るようだ。解決 は ともか く、 それ らの問題 点 を次 に
挙 げよ う。
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皿.空 間構 造 の 表象 と理 念 、Identityへの感 情
ビスタのパースペクチーフと重 なる行空間としての空間知覚 は、行動に沿 っ
ているため視覚的明哲さを持 ち、この場合の問題でない。 しか しそれは空間の
極 く一部であり、自己を中心坐標 とする大部の空間は トポ只ジカルなものだと
いった。この空間はそれでも多少の錯覚を除いて、半下 ・左右 ・前後の方向お
よび水平回転の関係 をもつ。しか し身体 にとって奇妙 な異和感 を与えることだ
が、特に背後の空間関係について、左右逆の二重の表象が同時に可能である。
その一つは身体 と関係 して背後 にある触空間的表象であ り、もう一っはそれを
前面に回転 し直 した視覚的表象である。左右逆というのは坐標回転 を忘れた知
識上の誤 りであるが、(このような空聞に坐標概念 を持 ち込むのが先ず誤 りであ
るが)、ともかくこのような異種の表象が同時に併存 しうることに留意 しよう。
しかし更 にもう一つの表象の仕方がある。自己を中心 として回転す るのでな
く、空間全体の構造 を身体の廻 りから抜きとって、向 うの対象の側 におく仕方
である。丁度オーバーや帽子を脱 いで向うに架けるようなものである。こうし
て自己か ら抜 きとることによって、現実の経験には無 い筈の空間表象が可能と
なる。例 えば、ゴシック聖堂の内部のベイシステムを見上げるのでなぐ、逆 に
遥 かな天上か ら見降 した透 明な空間構造 として表象することが出来る。またこ
の住宅g壁 や屋根 を越 えて、実際には見たことのない部屋の結合の様子や 自己
までも含めた家族 の状景まで表象す ることが出来 る。もちろん表象の常 として
細部は漠然 として捕捉 しがたいが、その空間構造は向うに置 くことによって一
層透明な十全性 を持つ ものとなる。多分 それは眼けんの運動によって視覚の性
質と見合 う対象の位置に置かれ るであろうか ら、巨大 な空間も遠 く小 さく一望
しうる位置に変 っている。また、壁や柱の見えない実質部分の中を貫いた抽象
的な規準空間格子も同様に して表象 しうる。
このような特殊 な視覚的表象 によらなければ、十全な空間構造 を地の構造 か
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ら引 き出 して意識 にもた らす ことは出来 ない。 これは単 な る想起 表象 を越 え、'
創造 的表象 の一種 で あるとい えよう。
人 に よると、 自己の身体 か ら小 さ く離れ た表象 などは、知 的 かも知れ ないが
創造 とは関係 の ない冷 めたい もので はないか とい う疑 い も出 よ う。 もしそれ を
何 の感情 もな く冷 めた く眺 めていれ ば、 それは その ま ・消 えて しま うには違 い
ない。
しか し前述 した よ うに、背 後 を振 り向いて見て、見 えるものがldendityをも
って そこに見 えた時 の、 あの懐 か しい温 か さと充足 の感情 。 それ に似 て、 しか
し遥 か に強 い感 情 がそこ には ある。 その感情 の駆動 力は、私達 をしてこの十全
な構 造 を手 に よって対象 の何 かに代置 させ ず には措 かない。内部 か ら外部へ 、
表象 か ら対象へ の、 ポ ンテ ィの い う 「生 きた交換 体系」 あ るいはこのIdentity
へ の感情 こそ、 この理念 的 な空 間構造 を表 象か ら対象へ越 えさせ る力だ とお も
う。
従 って それは知的 だが決 して冷 たい ものでは ない。逆 に、 シェイクス ピァ
は この よ うな表象 力 を狂 人や狂恋 の業 と一緒 に して い う。 「詩 人の 目一 天 上
よ り大地 を見お ろ し、地 上 か ら遥 かの天 を見は るかす 。想像 力 が、 ひ とた び見
知 らぬ もの の姿 に想 いいた るや、 たちま ちに して その筆 が確 た る形 を与 え、現
実 に は在 りもせ ぬ幻 に、お のおのの場 と名 を授 け るの だ」と(7;0彼の歌 うの は「理
性 では考 えっかぬ」幻想 の魔 力なのだが、 しか しこの空 間構 造の表象 とぴ った
りでは ないか。私 は しか し、 こ ・に狂恋 の魔力 とはちが うもの、理念 と深 く結
んだ感 情の充足 へ のよろ こびと活 力とを見 た いので あ る。
もちろん、作品 を産 むため には、 まだ さま ざまの段 階が来 るであろ う。表象
す ら意識 されぬ 自動運動へ の没入。 その滑 らかな無意識 の時間 を竹 の節 々の よ
うに破 って 出て来 るアーテ ィク レー シ ョン。 この節点 は再 び空 間構 造の理 念 に
出会 させ、 また機能系列 との構 造化 を可 能 にす る。
人 によ り場 合 によ って、 この理 念的直観 お よびアー テ ィク レー シ ョンの段 階
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と、 自動運動 への 陶酔 との何れ を重視 す るかは、 い ろいろで あろ う。 ど ち らか
一方のみ を挙 げ るこ とは出来 ないが、 しか し建築 な どに駆動 力 を与 えるもの は
前者の側 の格 別 な感情 にある とお もう。
私の考 えは、要す るに時代 お くれの合理 的理 想主義 で は ない かと言 われ よ う。
また天上 か ら見 おろ した十全 な構造 などは、超越 の造物主 を知 らぬ者の言 だ と
され よ う。正 直 にい って私 は、 しか し何 か違 うとしか言 えない。答 えに はな ら
ぬが 、 もう少 し述 べ させ て貰 いた い。理 想主義 や理 念 的空 間 とい えば、や は り
ルネ ッサ ンス を思 うの 力噸 当だか ら、 ウ ィッカー教 授 に先ず 聞いてみよ う!S)0
教授 は、 その時代 の宇宙 的調和 の考 えを、十七世 紀以 降の経験 心理学 の 問題
と してで な く、っ ま り人 聞の知覚 にお ける比例調和 の現 象 と してで な く、神 の
象徴 とい う理 念 の問題 と して扱 って いる。円や球 の十全 さと神 の象徴 とを結 び
付 けた宇宙 的調和 の考 えは、中世神 学 を通 じて近世 に続 いて来 たの にカ㌧ わ ら
ず、 「中世 で は それ は信条 に留 ま り、聖堂 の中心建 築 が聖へ の最 も適格 な表現
だと され るの は、 なぜ十五世紀 に なって か らなのか」 と問 い、「その可視 的な世
界 と知性 の世 界 との相互 関係 の発 見」 とい う所 に彼 の答 えを置 いて いる。 「こ
の宇宙 的調和 が、宗 教建築 に実現 せず には、 自 らを十全 に顕 わす ことは ない」
とい う。 も しゴシ ッ、クとルネ ッサ ンスの差 が、芸術 的象徴 を超越 への訴 求 とす
るか、 そ こに意味 的同一性 を見 るかの差 だ とす れば 、異教 の私 に とって はルネ
ッサ ンスの方 がまだ近づ き易 い。
しか し、私 は どち らの聖堂 で も、行事 には出会 わず 、た ・"の観 光客 に過 ぎな
かったが、 ゴシ ックは飾 られた蝉 の抜 け殼の よ うに空 し く、 ルネ ッサ ンス では、
現実への大 げ さな人 間的肉付 けに うん ざりした。む しろ ロマ ネス クが良 かった
し、 そこで古 い西欧 の空 間 の本質 に出会 ったと感 じ、 そ して西欧 を追放 され た
まだ見 たこ との ない イコノクラス トの事 をよ く知 りたい と思 った。先般 の柳氏
の その紹介 をもっ と続 けて ほ しい と思 う。む しろ 日本 の松 の疎林 の中 にいて風
が吹 き渡 って いるよ うな空 間、木 の下 闇の拝殿 で空 間の響 きが伝 わ って来 るよ
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うな もの。風 も人 も出来 事 も流通 させ なが ら、 ちゃん と構 造 だけ を貫 いてい る
空 間。 そこには密度の ない空 間 とか非人 間的 な空 間 だ と言 い去 るわけ にはゆか
ぬ何 かが あ るよ うにお もう。
もっとも、空 間は何 か肉付 けが あって始 めて現 実 とな りうるの が当然 であ る。
しか し、 その仕方 に は、空 間の本質 と照応 したそれ ぞれの仕 方 があ るのでは な
いか。 ルネ ッサ ンス もバ ロックも、 あの うん ざ りした肉付 けの仕方 では同 じ様
な もの だ とさえ感 じた し、何 かちが う仕 方が まだ あるよ うにお も う。 ウィッカ
ー教授 は、宇宙調和 の理 念はす ぐ駄 目にな り、十 九世紀 には全 くな くなった と
い うけれ ども、 あの肉付 けが続 けば そ うなるの も当黙 だ とい う気 がす る。現代
建 築が困 って いるの も、 あの理 念は無 くなった けれ ど、まだ忘 れ られ ない し、
新 しく必要 だ とい う所 にあ る。
今世紀 初頭 に は、数世 紀続 いたあの肉付 けが拒否 され 、本質 的 な構 造理念 と
その抽象形式 が、新 しい視覚 の対象 を産 み出す こ とに成功 した よ♪に見 えた。
しか しその後 は、本質 と離 れ た知 的操作 にす り変 って しま った ようだ。 いま私
は、構 成 とか配色 とかい う言葉 にど うも抵抗 を感 じる。 それ・は本来基 本的 な構
造 と奥深 く結ぶ もの であ ろ うが、 しか し 「あれ とこれ とを取合せ て見 ま した」
と書 くデザ イナ ーに は、 それ は表面的 な小器用 な操 作法 を示す言葉 に なって い
1るよ うに思 えるか ら。
建 築界 はい ま分裂 の状況 に ある。初 心 を失 なって無機 的機能 を手段 とす る計
画技術 者や 、 その結果 を一層危険 にす るような抽象 パ ター ンのみ を仕 事 と考 え
る若 い自称都 市 プラ ンナーが居 り、一 方 それ らの人 聞疎 外 に我慢 で きない とい
って理性 を捨 て幻 想 に没 入す る傾 向もあ る。 この種 の もの では当然空 間の構造
な ど消 えて了 い、お い らん道 中の厚化粧の ような肉付 けや動物 の胎 内の よ うな
もの が求 め られ る。彼 等 は人 間性 の回復 をい うの に、 なぜ人 間の建築 を作 ろ う
と しないのだ ろ う。
初 心 か ら出直 し、 もう一度新 しい出 口を探 り出 さね ば な らぬ とい うのが、私
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の 本 意 で あ る 。 そ の た め に は 、 空 間 構 造 の 理 念 、 プ ロ セ ス に お け る ア ー テ イク
レ ー シ ョ ン の 重 視 、 そ して 何 よ り も そ れ ら に か ・わ るIdentityへの 感 情 が 大 事
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